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Ａ．天体物理の諸現象のうち、自分の興味に沿った身近な事例を挙げて コンピュ－タによる数値計算の可能性を論ぜよ。

ヒント：Internetなどで調べる。とくに、解析的に解けるもの／解けないもの、数値解法のやり方、 解についての予想などを考察する。
Ｂ．テキスト第６章の問６．８－６．１０に答えよ。
【問６．８】
【問６．９】

【問６．１０】

Ｃ．テキスト第６章の研究課題IIIを実行せよ。プログラムのリスト（提出フォームの末尾に添付）および出力結果を提出せよ。また、プログラムのリストには各部分で何を行っているかの説明をつけよ。
【出力結果】

Ｄ．木星の静止系でボイジャーの軌道を描いて考察せよ。
【プログラムの考え方】

【実行結果】

【考察】

ヒント： 木星の速度をゼロにすると同時に、ボイジャーの初速度を木星との相対速度 にとる。 木星の速度を変えるには、メイン プログラムと関数F$GRAの対応する部分 （各１行）を書換える。C言語の場合も同様。 

ヒント： 別の簡単なやりかたとしては、木星のとの相対位置(XS-XZ, YS-YZ) をプロットする。具体的には、メインプログラムの CALL V$LINE(...)と CALL V$CIRC(...)の中のXSとYSをそれぞれXS-XZとYS-YZ に変え、XZとYZを0.にする。C言語の場合も同 様。
Ｅ．Cの課題について、初期条件を変えて実行してみよ。また、実行結 果に自分なりの解釈を与えよ。
【初期条件】

【実行結果】

【解釈】

